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一 

月 

 
 

一
五
日 

伊
藤
家
四
十
年
祭(

申
三
大
人) 

 

二 

月 

一
七
日 

お
願
い
づ
と
め 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
月
次
祭 

 

二
六
日 

御
本
部
月
次
祭
、
由
利
婦
人
会 

 
 三 

月 

 

一
日 

大
教
会
役
員
会
議 

婦
人
会
委
員
部
長
の
集
い 

一
日
～
三
日 

お
願
い
づ
と
め 

三
日 

支
部
例
会
（
上
之
浜
分
教
会
） 

五
日 

お
願
い
づ
と
め 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

九
日 

中
村
洋
子
宅
お
つ
と
め 

 

一
一
日 

大
毎
分
へ
大
教
会
巡
教
と
し
て 

  

           

一
三
日 

由
利
秋
季
大
祭 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

 

教
祖
伝
逸
話
篇
【
天
に
届
く
理
】
を
拝
読

し
て
思
う
事 

教
祖
伝
逸
話
篇
【
天
に
届
く
理
】 

 

『
教
祖
は
、
明
治
十
七
年
三
月
二
十
四

日(

陰
暦
二
月
二
十
七
日)

か
ら
四
月
五
日

(

陰
暦
三
月
十
日)

ま
で
奈
良
監
獄
署
へ
御

苦
労
下
さ
れ
た
。
鴻
田
忠
三
郎
も
十
日
間

入
牢
拘
禁
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
忠
三
郎
は
、

獄
吏
か
ら
便
所
掃
除
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
忠

三
郎
が
掃
除
を
終
え
て
、
教
祖
の
御
前
に

も
ど
る
と
、
教
祖
は
、 

「
鴻
田
は
ん
、
こ
ん
な
所
へ
連
れ
て
来
て
、

便
所
の
よ
う
な
む
さ
い
所
の
掃
除
を
さ
さ

れ
て
、
あ
ん
た
は
、
ど
う
思
う
た
か
え
。
」 

と
、
お
尋
ね
下
さ
れ
た
の
で
、「
何
を
さ
せ

て
頂
い
て
も
、
神
様
の
御
用
向
き
を
勤
め

さ
せ
て
頂
く
と
思
え
ば
、
実
に
結
構
で
ご

ざ
い
ま
す
。
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
教
祖
の

仰
せ
下
さ
る
に
は
、 

「
そ
う
そ
う
、
ど
ん
な
辛
い
事
や
嫌
な
こ

と
で
も
、
結
構
と
思
う
て
す
れ
ば
、
天
に

届
く
理
、
神
様
受
け
取
り
下
さ
る
理
は
、

結
構
に
変
え
て
下
さ
る
。
な
れ
ど
も
、
え

ら
い
仕
事
、
し
ん
ど
い
仕
事
を
何
ん
ぼ
し

て
も
、
あ
あ
辛
い
な
あ
、
あ
あ
嫌
や
な
あ
、

と
、
不
足
々
々
で
し
て
は
、
天
に
届
く
理

は
不
足
に
な
る
の
や
で
。
」
と
、
お
諭
し
下

さ
れ
た
。
』 

 
 

教
会
で
は
教
祖
逸
話
篇
を
そ
の
月
に
よ

っ
て
は
拝
読
さ
せ
て
頂
く
事
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
の
中
で
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
頂

い
た
『
天
に
届
く
理
』
と
い
う
逸
話
篇
も

特
に
私
が
心
引
か
れ
る
お
話
の
一
つ
で
す
。

〝
ど
ん
な
辛
い
事
で
も
結
構
と
思
う
て
す

れ
ば
、
天
に
届
く
理
、
し
ん
ど
い
仕
事
を

何
ぼ
し
て
も
あ
ー
嫌
や
な
あ
と
不
足
々
々

で
し
て
は
、
天
に
届
く
理
は
不
足
に
な
る

の
や
で
〟
と
い
う
教
祖
の
教
え
で
す
が
、

と
て
も
素
朴
で
平
易
な
感
じ
の
お
話
で
す

が
、
あ
る
意
味
こ
れ
程
天
理
教
の
〝
平
和

的
で
健
康
的
な
雰
囲
気
〟
を
伝
え
て
い
る

逸
話
は
な
い
の
で
は
と
さ
え
思
い
ま
す
。 

 
 

何
故
私
が
今
回
こ
の
よ
う
な
逸
話
を
紹

介
す
る
か
と
言
え
ば
、
特
に
昨
年
七
月
安

倍
晋
三
元
総
理
が
奈
良
市
で
殺
害
さ
れ
て

か
ら
世
に
言
う
オ
カ
ル
ト
的
な
宗
教
の
実

態
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
、
そ
れ
が
と
も
す

れ
ば
他
の
宗
教
の
見
方
に
も
影
響
し
か
ね

な
い
の
が
昨
今
の
状
況
と
も
言
え
る
の
で

は
と
思
う
か
ら
で
す
。 

 
 

又
、
世
界
宗
教
と
言
わ
れ
る
宗
教
の
中

に
も
、
女
性
に
は
教
育
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
極
端
な
差
別
強
い
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
報
道
に
数
多
く
触

れ
た
ら
、
社
会
の
中
で
宗
教
を
敬
遠
す
る

傾
向
も
出
て
く
る
の
で
は
と
思
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。 

 
 

そ
う
い
う
複
雑
な
状
況
の
中
で
、
上
記

の
逸
話
を
読
ま
せ
て
頂
く
と
、
〝
人
間
の

喜
ぶ
心
を
神
様
が
如
何
に
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
る
か
〟
と
い
う
親
の
教
え
の
原
点
と

も
い
う
べ
き
事
柄
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。 

 

と
も
す
れ
ば
宗
教
が
複
雑
怪
奇
な
よ
う

に
表
現
さ
れ
か
ね
な
い
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

上
記
の
よ
う
な
素
朴
な
逸
話
の
教
え
の
中

に
逆
に
神
様
の
教
え
の
真
実
が
込
め
ら
れ



第５３１号         由利月報     令和５年３月１３日（３） 

て
い
る
よ
う
に
思
え
、
何
に
も
替
え
難
い

教
の
深
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

三
月
一
日 
婦
人
会 

委
員
部
長
の
集
い
開
催 

 

コ
ロ
ナ
渦
に
よ
り
、
地
域
別
に
開
催
し

て
い
た
委
員
部
長
の
集
い
を
三
年
ぶ
り
に

大
教
会
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

大
教
会
長
様
よ
り
お
や
さ
ま
の
ひ
な
が

た
、
存
命
の
理
と
は
、
と
い
う
事
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
、 

そ
の
後
、
支
部 

長
様
よ
り
今
年 

度
の
婦
人
会
の 

活
動
方
針
の
説 

明
と
共
に
、
お 

や
さ
ま
の
ひ
な 

が
た
は
ど
ん
な 

時
も
喜
び
に
変 

え
て
治
め
て
通 

る
と
こ
ろ
を
学
ぶ
こ
と
、
又
育
つ
努
力
、

育
て
る
丹
精
に
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

ょ
う
と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
班
別
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
添
い
、

ね
り
あ
い
を
行
い
ま
し
た
。 

教
祖
百
四
十
年
祭
、
三
年
千
日
ス
タ
ー

ト
の
年
、
心
定
め
て
動
き
だ
し
ま
し
ょ
う

と
誓
い
合
い
終
了
し
ま
し
た
。 

 

教
祖
百
四
十
祭
に
む
け
、
巡
教
始
ま
る 

年
祭
に
向
け
、
北
洋
部
内
教
会
一
斉
巡
教

が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
教
会
の
会
長
さ
ん

も
御
用
と
し
て
、
今
月
十
一
日
に
大
毎
分

教
会(

新
潟
県)

に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

来
月
は
、
荘
内
分
教
会(

山
形
県)

、
飯

盛
山
分
教
会(

福
島
県)

に
行
く
予
定
で
す
。 

 
☆
教
会
よ
り
お
知
ら
せ
☆ 

 

◎
三
月
二
十
一
日
（
火
）
朝
づ
と
め
終
了
後 

よ
り
由
利
分
教
会
春
季
霊
祭
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
ご
参
拝
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 ◎
四
月
の
月
次
祭
は
、
四
月
九
日
（
日)

で
す

の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
参
拝
下
さ

い
。 

♪
婦
人
会
よ
り
お
知
ら
せ
♪ 

 

① 

毎
年
恒
例
の
「
感
謝
の
心
を
日
々
に
」 

の
御
供
を
、
来
月
四
月
九
日
の
月
次
祭
に

集
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

健
康
に
つ
つ
が
な
く
一
年
を
過
ご
さ
せ

て
頂
い
た
御
礼
の
御
供
を
教
祖
御
誕
生
祭

に
御
供
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

② 

四
月
は
婦
人
会
費
納
入
月
と
な
り
ま 

す
。
年
間
一
、
〇
〇
〇
円
で
す
。 

十
六
才
以
上
は
婦
人
会
員
と
な
り
ま 

す
の
で
、
新
加
入
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

こ
ち
ら
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

◇
大
教
会
少
年
会
お
つ
と
め
総
会
◆ 

日
時 

三
月
三
十
日(

木)  
 

 
 

 

午
前
五
時
半 

由
利
分
教
会
出
発 

参
加
御
供 

千
円(

昼
食
代
、
車
代
含
む) 

持
ち
物 

ハ
ッ
ピ
、
白
靴
下 

 
 

 
 

(

無
け
れ
ば
貸
し
出
し
し
ま
す) 

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
♪ 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

木 

内 

教 

子 

小 

松 

敬 

子 

小 

林 

大 

晃 

東 

滝 

沢(

前) 

由 

利 

東 

布 

由 
 

利 
 

道 

仁 
 

賀 
 

保 

佐
々
木 

由 

正 

利 
 

翔 
 

布 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

坐
り
づ
と
め 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

扈 
 
 

者 

豊 

島 

末 

子 

佐
々
木 

朱 

美 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

伊 

藤 

一 
男 

豊 

島 

栄 
二 

佐
々
木 
由 

明 

齋 
藤 

賢 

爾 

小 

林 

大 

晃 
佐
々
木 

義 

實 
佐
々
木 

由 

正 

利 
 

翔 
 

布 

由 

利 

東 

布 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

林 

理
英
子 

伊 

藤 

奈
津
子 

松 

田 

理 

奈 

前 
 
 

半 

桑 
 

原 
 

廣 

利 
 

翔 
 

布 

賛 
 
 

者 

佐
々
木 

素 
子 

小 

川 
貴
美
子 

小 
川 

昭 

子 

小 
 

川 
 

心 
齋 

藤 

清 

一 
中 

村 

喜 

正 

佐
々
木 

義 

實 

小 

野 

繁 

樹 

佐
々
木 

由 

明 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 
 

島 
 

優 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

齋 

藤 

美
和
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

東 
 

滝 
 

沢 

指 

図 

方 
 

 
 

部

内

だ
よ
り 
 

矢
島
町
分
教
会 

 

今
月
、
三
月
十
日
大
教
会
よ
り
、
岩
倉
先
生
の
諭
達

の
巡
教
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
年
は
、
雪
が
少
な
く
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
、
来

年
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

仁
賀
保
分
教
会 

 

昭
和
六
十
一
年
教
祖
百
年
祭
の
年
、
当
教
会
移
転
奉

告
祭
に
御
祝
と
し
て
頂
い
た
大
型
冷
蔵
庫
は
三
十
七
年

間
、
教
会
台
所
を
守
っ
て
く
れ
て
ま
し
た
が
、
と
う
と

う
処
分
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
月
教
会
を
後
に
し
ま
し

た
。
長
い
間
使
わ
せ
て
頂
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

亀
田
町
分
教
会 

 

現
在
小
川
建
具
屋
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
教
会
客
間

の
襖
張
り
に
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
完
成
後
が

楽
し
み
で
す
。 

 
 由

利
道
分
教
会 

 

吉
村
正
治
が
、
実
兄
の
会
長
就
任
奉
告
祭
参
列
の
た

め
家
族
で
地
球
の
真
裏
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
一
時
帰
国
し

ま
す
。
教
会
の
人
口
の
６
割
が
減
少
し
ま
す
。 

 
 

４月祭典役割表       神殿講話 中村喜正 理事 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 


